
ZnO 結晶化ガラスにおける欠陥構造の評価 

Evaluation of defects in ZnO-crystallized glasses 
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[緒言] ワイドバンドギャップ酸化物半導体であるZnOを析出する結晶化ガラスが多成分系ガラ

スから作製されており、それらの特異な光学物性が注目されている。1) ZnO（Eg ~ 3.37 eV）は応

用上重要な材料であり、その電気伝導や磁気特性などの諸物性は結晶構造中の欠陥に影響を受け

る。そこで本研究では ZnO 結晶化ガラスを作製し、内在する欠陥種の同定を試みた。 

[実験] 10K2O-5CaO-45ZnO-25B2O3-15SiO2-9Al2O3組成のガラスを溶融急冷法（1400°C-30 分）に

より作製した。ガラスおよび結晶化ガラス試料は示差熱分析・X 線回折分析、蛍光分光光度計、

電子スピン共鳴（ESR）などを用いて評価した。 

[結果・考察] 上記組成のガラス試料を 680°Cで熱処理することにより ZnO が析出した結晶化ガ

ラスを作製した。この結晶化試料における ESR の結果を Fig. 1に示す。g = 1.95 付近に対称性の

良い明瞭なシグナルが観察され、酸素空孔の存在が示唆された。また g = 2.00 付近の微弱なシグ

ナルは格子間亜鉛によるものと考えられる。2)
 次に、結晶化ガラスの蛍光スペクトルを Fig. 2 に

示す。試料最表面と内部では発光ピークの位置が異なり、内部においては酸素空孔由来と考えら

れる発光が 2.4 eV付近に観測された。3)
 一方、表面においては過剰酸素由来の発光が 1.9 eV付近

で観測され、4)
 表面と内部で異なる欠陥構造を有することが明らかとなった。 
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Fig. 1. ESR spectrum of the ZnO-crystallized glass 

 

Fig. 2. Photoluminescence of the surface and inside of the 
ZnO-crystallized glass. Excitation source: He-Cd laser 

(325 nm). 
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